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半促成イチゴの生育に対する有機物の特性と利用法

金野義雄・長根　強＊・宮下慶一郎抽・武藤和夫榊＊

岩手県園芸試験場高冷地開発センター・■岩手県園芸試験場南部

分場・＝岩手県立農業試験場県北分場・輌岩手県園芸試験場

－233－

鋸hcts orUtilizationOfSe▼er810問niC光8thr80nGro仰山orStraVbe汀yi止血SemiJOrOigCulturO

Yoshio KoNNO，Tsuyo8hi NAOANE＊．Keii。hi，。MrYASHITA蜘　and Kaz。。Mur6H＋

mgb18ndCool－ZOnepeYelopment Center・Iw8－台上0－ticulturalE叩riment Station・＊sou仙em

HortiCultur8日叩rlmentSt8tion・擁K叩Oku8ran血Iw8te－kenAgricultural飢periment

相＊lw由比or山ultur81E坤eriment St8tion

1　は　し　が　き

近年稲わらは飼料需要など用途が広がり．そのため稲わ

ら唯厩肥は不足し，大規模畜産排泄物など多様な有機物資

源の活用にせまられている。そこでオガクズ入発酵鶏糞堆

肥（以下工場堆肥とする）を主に，一部の有機物について

半促成イチゴへの施用を検討した。

なお本報告は岩手園試南部分場において試験を行った結

果を取りまとめたものである。

2　試　験　方　法

（1）工場堆肥元肥施用星試験

昭和55年，56年，57年の試験区は次のとおりである。

（昭和55年，56年）

区 番 区　　　　　　　　 別

1 堆　　　　 肥 4．0 0 0 tg＋化 学肥 料

2 工　 場　 堆　 肥 1，0 0 0 〝　　 〝

3 2，0 0 0 〝　　　 〝

4 〝　　　　 4，0 0 0 〝

5 〝　　　　 6，0 0 0 〝　　　 〝

6 〝　　　　 6，00 0 〝　 な　 し

7 オ ガ クズ生 鶏 糞 6．0 0 0 〝＋化 学 肥 料

8 〝　　　 10，0 0 0 〝

（昭和57年）

区　　　　　　　　別

10

堆　　　肥4，000匂＋化学肥料

工　場　堆　肥1，000〝＋な　し

〝　　　　2．000〝

4．000〝　　　〝

〝　　　　6．000〝　　　〝

〝　　　6．000〝＋土壌消毒

オガクズ生鶏糞6．000〝＋な　し

〝　　　6．000〝＋土壌消毒

10．000〝＋な　し

なし（雷荒縄綜

工場堆肥の成分％はNl．7，P2053．3．K202．2であろ。

オガクズ生鶏糞の成分％はN3，1，P2052．4，足201．8で

ある。

加えた基肥化学肥料は55年はN，P205．K201．8匂（8

当り），56年は堆肥区はN2．3．P2052．1．K202．3匂．他

の区は前年と同じ，57年は堆肥区のみ化学肥料を施し．N，

P205，晦0とも1．8旬とした。品種ダナ一，定植月E＝ま

55年試験は前年9月20日，56年はそれぞれ前年9月26臥

9月30日である。

（2）工場堆肥と堆肥併用試験（昭和57年）

堆肥4，000ゆ＋化学肥料，工場堆肥2，000匂＋化学肥料．

堆肥4，000吻＋工場堆肥2．000毎の3区。化学肥料元肥，

N，P205，に20とも1．8吻（8当り）。品種ダナ－．定植

9月22日。

（3）スダックス施用効果調査（昭和55年）

スダックスの生現物，同生切断物，同乾燥物，稲わら，

稲わら＋堆肥，堆肥，稲わら＋豚堆肥，以上各溝施用とス

ダックス切断物全層施用区．（表5参照）を設け，根の生

育と一部の区について収量調査を行った。

3　拭験結果及び考察

（1）工場堆肥元肥施用量試験（表1．表2）

年内の株の生育は．工場堆肥2．000辱以上の区とオガク

ズ生鶏糞区が堆肥区に比較し，クラウンの太さ．腋芽発生

数で優った。この傾向は工場堆肥区及びオガクズ生鶏糞区

から，化学肥料を削除した年でも同様で，工場堆肥とオガ

クズ生鶏糞の年内の株の生育促進効果が認められた。

収穫終了後の根重は3か年平均して堆肥区が最も大で．

次いでオガクズ生鶏糞区であった。黒変額の発生も同様で

蓑1年円の株の生育状況．根の生育と収量（工
場堆肥元肥施用墨試巌）

Kr‾＼＼
＼＼　　q ll

■　　　　■1．00Oll＋化TtH
工　■　t tl．00OIF　・

ト▼一・・一－

す■■　■●巾■

†完蒜■ttR．耶言LT亨亘淳二ヰ‾「‾す二‾二　≠

tHH相場■長で；‡モ芸■∵慄彗紺や【挽I r披）　（口■）　lコ）

2．抑01′　　・l】○）

1．∝〉Ot▼　　一　　　川．7

l．0側り　　・　　　日．T

l．00○寸　々　し．ll．4

ll　　　ニ　ー●

1．8　　　2．15

15　　　2H

l．9　　　2＿8S

l．l12．Tl

S S～1　　2i n71拍9

2＿2　　　5】○

Ji　　　50I

lI＋■　！廿～

42　　　51～

j3　　181

I S H H2

18．二川〉：1仙
l H5

∴∴
⊥二二竺二二還二三竺⊥貴＿」㌫憲一＿；■昌揖＿立1買上笠
注・血圧埠の印呼・l‾皿堅81】と人どなし・卜田野820t・卜Ⅶ蜃8JOt．卜十家臣1小川．；一皿堅8刃tul



一刀4－　　　　　　　　　　　　　　東北農業研究　　第　33　号（1983）

蓑2　年内の株の生育状況，根の生育と収量（工
場堆肥元肥施用童試験昭57）
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表3　跡地土壌分析（工場堆肥元肥施用壁試験
昭56）
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堆肥区が最も少なく，次いでオガクズで生鶏糞区で，工場堆

肥区は施用塁が増加するほど異変板の発生が増加する傾向

を示した。収量はオガクズ生鶏糞区が最も多収で，工場堆

肥各区では1，000匂区最も低く，2．000毎以上の各区では顕

著な差が見られず．オガクズ生鶏糞6，000匂区と10．000毎

区でも収量差が少なかった。化学肥料の無施用の年も同様

の傾向で，堆肥区では化学肥料を増施した年及び定植時期

の早い年の収竜が高い傾向であった。

跡地土壌分析結果は堆肥区に比較し工場堆肥4．000吻以

上の区．オガクズ生鶏糞10，000匂区で置換性塩基，C80．

址gO．且20，及び有効燐酸の富化が顕著であった。オガク

ズ生鶏糞と工場堆肥と同じ施用量区間の比較では工場堆肥

区の方が置換性塩基，有効燐酸の富化が大であった。

（2）工場堆肥と堆肥併用試験（表4）

堆肥4，000毎＋化学肥料区，工場堆肥2．000七g＋化学肥

料区，堆肥4，000句＋工場堆肥2，000匂区間で，株の生育

は工場堆肥の入った区が良い傾向がみられ，根重では堆肥

の入った区が良い傾向がみられたが収量は大差が認められ

なかった。

以上から堆肥＋工場堆肥で化学肥料の節減が可能と思われる。

蓑4　工場堆肥と堆肥併用効果（昭57）（土壌分析岩手図式環境部）

項 目

区 別

i 株 の 生 育

クラウt 腋　 芽 根　 重 麹
の太さ 発生数 （10株）
（‘聯） （コ） （ダ）

pH
C 8 0 址gO K 2 0

（昭／100 才）（呼／100 ㌢）（叩／10 0才）

堆 肥 4 t ＋ 化 学 肥 料 2．13 0 ．1 6 1 ．5 1．4 1 84 5．4 9 1 7 0 1 2 48

工 場 堆 肥 2 t ＋化 学 肥 料 2 ．1 5 0 ．5 5 7 ．7 1 ．5 2 0 1 5 ．6 0 2 1 2 1 6 5 5

堆 肥 4 t ＋ 工 場 堆 肥 2 t 2．1 5 0 ．3 5 9 ．5 1 ．6 1 8 4 5 ．6 2 2 23 18 5 9

注．化学肥料．基肥．N，ア205，且20とも8当り1．8辱

（3）スダックスの施用効果調査（表5）

表5　スダックス施用効果（昭54）

番

項　　　 目 墳 重

（10 株 ）

（タ ）

異 変 梶 の 収 嘲

（■当 り）

（匂 ）区　　　 別 程　　 度

1 ス ダ ッ ク ス ． 生 現 物 8 ．00 0 潤 9 7 ．6 1．0 3 4 6

3 3 2

2 ス グ ッ ク ス ，　　　　 4 ，0 00 〝 9 6 ．8 1．0

3 ス ダ ッ ク ス ．生 切 断 物 8 ．0 0 0 〝 12 6 ．0 1．0

4 ス ダ ッ ク ス ．　 ノ′　　 4 ，0 00 〝 8 1 ．7 1 ．0
－

5 ス ダ ッ ク ス ． 乾 燥 物 1．0 00 ” 8 6 ．6 1．0 一－

6 ス ダ ッ ク ス ．　 〝　　 2 ．0 00 ′′ 1 1 0 ．5 1 ．0 3 2 2

7 稲　 わ　 ら　　　　 1 ，0 0 0 〟 9 9 ．8 1．0 ・．・．・．－

8 稲 わ ら 6 0 0 十野 債 堆 肥 4．0 00 〝 7 4 ．9 1 ．0 3 7 8

9 野 漬 堆 肥　　　　　 5 ．0 00 〝 8 8 ．0 1．0 2 5 9

3 3 0

1 0 稲 わ ら 6 0 〇 十 豚 堆 肥　 4 ，0 00 〝 8 8 ．8 3 ．0

1 1 スダ ックス ．切 断 物　 8 ．0 0 0 全 層 9 0 ．5 1．0

注．品毯　盛岡16号．基肥　N2．8，P2053．も．K202．8匂

堆肥5．000辱区の梶重88㌢に対しスダックス8，00口吻区の

桐重は91～125才で，黒変根の発生もほとんどなく，収量

もスダックス8，000吻施用で30％前後の増収を示した。

4　　ま　　と　　め

工場堆肥とオガクズ生鶏糞施用でイチゴの年内の株生育

促進効果が高く増収となり，工場堆肥は108当り2．000上夕

施用で良く，オガクズ生鶏糞は108当り施用量6川00匂ま

でとみられた。工場堆肥とオガクズ生鶏糞施用で基肥と年

内の追肥化学肥料は不要と判断した。

スダックス108当り8．000匂施用，堆肥4．000辱施用で

根重増の効果が高く．黒変根の少ない特徴が認められ．また

スダックス108当り8，000匂施用で増収効果が大であった。




